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◆主な内容◆

・ひばり野公園プール管理棟・五戸小プール落成 　 ②③

・五戸町小学校陸上競技記録会　　　　 ④⑤

・五戸総合病院　子育て交流会を紹介します　 ⑦

・町議会　第26回定例会　　　　　　　　 ⑧

・介護予防について　　　　　　　　　　 ⑨

・麻しん・風しん予防接種改正のお知らせ　　 ⑨

・五戸まつり行事予定　　　　　　　　　　 ⑩

・五戸町職員募集　　　　　　　　　　　　 ⑪

・融資のご案内（特別保証制度）　　　　　 ⑬

・郷土探訪「村まつり  今と昔⑥豊間内」 　 ⑭
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事業費内訳

ひばり 野
公園プール
管理棟建設
4,756万5千円

五戸小学校
プール建設
6,458万6千円

建設費
4,641万円

設計・管理委託料
115万5千円
設計・管理委託料
115万5千円

建設費
6,027万円

設計・管理委託料
431万6千円
設計・管理委託料
431万6千円

落
成
し
た
ひ
ば
り
野
公
園
プ
ー

ル
管
理
棟
（
右
）
と
五
戸
小
プ

ー
ル
（
上
）

　
こ
の
ほ
ど
、
ひ
ば
り
野
公
園
プ

ー
ル
管
理
棟
と
同
プ
ー
ル
に
併
設

し
た
五
戸
小
学
校
プ
ー
ル
が
落
成

し
ま
し
た
。
７
月
18
日
に
行
わ
れ

た
完
成
式
で
は
、
三
浦
正
名
町
長

は
じ
め
教
育
関
係
者
な
ど
が
出
席

し
て
神
事
を
行
い
、
玉
ぐ
し
を
さ

さ
げ
て
利
用
者
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
を
代
表
し

て
６
年
の
下
森
一
晟
く
ん
と
２
年

の
江
渡
詩
菜
さ
ん
が
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
五
戸
小
プ
ー
ル
は
昨
年
、
老
朽

化
の
た
め
使
用
不
能
と
な
り
、
児

童
た
ち
は
他
校
の
プ
ー
ル
を
借
り

て
水
泳
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
従
来
の
プ
ー
ル
は
学

校
裏
の
が
け
下
に
位
置
し
、
日
当

た
り
が
悪
い
こ
と
、
プ
ー
ル
ま
で

の
歩
道
が
急
で
危
険
な
こ
と
も
問

題
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
新
プ
ー
ル
の
建
設
場
所
選
定
に

当
た
っ
て
は
、
学
校
敷
地
内
に
適

地
が
な
か
っ
た
こ
と
、
少
子
化
や

財
政
難
か
ら
将
来
的
に
「
１
学
校

に
１
プ
ー
ル
」
は
難
し
く
な
る
と

予
想
さ
れ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か

ら
、同
じ
く
老
朽
化
し
て
建
て
替

え
が
必
要
だ
っ
た
ひ
ば
り
野
公
園

プ
ー
ル
管
理
棟
に
併
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
管
理
棟
を
入
っ
て
右
側
が
一
般

利
用
で
き
る
従
来
の
公
園
プ
ー
ル
、

左
側
が
五
戸
小
プ
ー
ル
と
な
っ
て

い
て
、
両
プ
ー
ル
で
管
理
棟
を
共

有
す
る
こ
と
で
経
費
削
減
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
小
学
校
か

ら
プ
ー
ル
ま
で
は
、
町
の
福
祉
バ

ス
を
運
行
し
て
児
童
た
ち
を
送
迎

し
ま
す
。

　
青
森
県
消
防
協
会
三
八
支
部

（
川
h
七
保
支
部
長
）
の
第
20
回

消
防
操
法
大
会
が
７
月
16
日
、
小

渡
平
公
園
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
大
会
は
、
ポ
ン
プ
か
ら
ホ
ー

ス
を
延
長
し
、
60
メ
ー
ト
ル
先
の

標
的
に
向
か
っ
て
放
水
す
る
も
の

で
、
時
間
や
動
作
の
規
律
、
統
制

な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
は
三
八
地
区
の
６
市
町

か
ら
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
に
６

チ
ー
ム
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

部
に
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

県
大
会
予
選
を
兼
ね
る
同
大
会
は
、

「
三
八
を
制
す
る
者
は
県
を
制
す

る
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
激
戦
区
。

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
レ
ベ
ル
の
高
い
演

技
が
次
々
と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ

の
部
で
は
、
五
戸
町
を
代
表
し
て

出
場
し
た
第
７
分
団
（
兎
内
・
石

仏
）
が
見
事
優
勝
し
、
９
月
５
日

に
青
森
市
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会

へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

▲ 優勝した第７分団の選手たち▲
▼

ひ
ば
り
野
公
園
プ
ー
ル
管
理
棟

五
戸
小
学
校
プ
ー
ル

水
し
ぶ
き
に
歓
声
！！

水
し
ぶ
き
に
歓
声
！！

落成

五
戸
町
第
７
分
団
が
優
勝

三
八
支
部
消
防
操
法
大
会

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

歳出
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毎
年
恒
例
の
町
民
登
山

が
７
月
15
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
向
か
っ
た
の
は
、「
津

軽
富
士
」
と
う
た
わ
れ
る

岩
木
山
。
老
若
男
女
49
人

の
町
民
が
、
８
合
目
か
ら

約
１
時
間
半
か
け
て
標
高

１
、６
２
５
メ
ー
ト
ル
の
山

頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
霧
の
か
か
る
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

参
加
者
全
員
が
踏
破
に
成

功
。
「
天
気
が
い
い
時
に

も
う
一
度
来
て
み
た
い
。」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
１
日
付
け
で
五
戸
町
教
育

委
員
会
教
育
長
に
現
職
の
a
橋
正

之
氏
（
64
歳
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
22
年
６
月
30
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。
a
橋
氏
は
昭
和

41
年
に
教
員
と
な
り
、
五
戸
中
学

校
長
を
最
後
に
平
成
15
年
３
月
に

退
職
。
同
年
４
月
か
ら
町
教
育
長

を
務
め
て
い
ま
す
。

待ちに待ったプールです！

町民登山に参加した皆さん

協力してカレーを作る児童たち

新
教
育
長
に
現
職

高

橋

正

之
氏

　
　
　
　
　  

　
第
38
回
五
戸
町
民
登
山

　
７
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３
日
間
、
上
市
川
小

学
校
（
尾
崎
官
一
校
長
）
の
５
、６
年
生
27
人
が
、
学

区
内
に
あ
る
北
市
川
自
治
会
館
に
宿
泊
し
て
、
そ
こ

か
ら
学
校
に
通
う
「
通
学
合
宿
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

町
内
で
は
初
と
な
る
こ
の
試
み
は
、
自
治
会
長
や
民

生
委
員
な
ど
を
中
心
と
す
る
地
域

住
民
有
志
に
よ
る
実
行
委
員
会
（
委

員
長
・
田
代
務
北
市
川
自
治
会
長
）

が
主
体
と
な
り
、
町
教
育
委
員
会

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
初
日
、
児
童
た
ち
は
慣
れ
な
い

手
つ
き
な
が
ら
も
実
行
委
員
の
指

導
で
カ
レ
ー
作
り
に
挑
戦
。
分
担

し
て
米
を
磨
い
だ
り
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
皮
む
き
、
涙
を
こ
ら
え
て
玉
ネ

ギ
を
切
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
親
や
教
師
の
元
を
離
れ
３
日
間

の
共
同
生
活
を
終
え
た
児
童
た
ち

は
、
お
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と

の
大
切
さ
や
地
域
社
会
の
温
か
さ
、

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
が
な
く
て
も
楽

し
く
過
ご
せ
る
こ
と
な
ど
多
く
を

学
び
ま
し
た
。

協力して自炊に挑戦協力して自炊に挑戦
上市川小児童が２泊３日の通学合宿

財 源 内 訳

ひばり 野
公園プール
管理棟建設

五戸小学校
プール建設

一般財源（町の持ち出し）
4,756万5千円

義務教育施設
整備事業債
4,000万円

国　庫
補助金
1,837万3千円

一般公共事業債
480万円

一般公共事業債
480万円

一般財源
（町の持ち出し）
141万3千円

一般財源
（町の持ち出し）
141万3千円

借入金借入金

岩
木
山
を
踏
破

歳入
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第49回
五戸町小学校

陸上競技記録会

三
役
格
に
昇
格

五
戸
町
出
身
の
式
守
勘
太
夫
さ
ん

大相撲の土俵に立つ式守勘太夫さん（平成18年初場所千秋楽）

新記録続出!!
第49回

五戸町小学校
陸上競技記録会

　
第
49
回
五
戸
町
小
学
校
陸
上
競

技
記
録
会
が
６
月
15
日
、
ひ
ば
り

野
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
各
校
か
ら
参
加
し

た
児
童
た
ち
は
、
１
０
０
メ
ー
ト

ル
走
や
ボ
ー
ル
投
げ
、
走
り
幅
跳

び
な
ど
全
40
種
目
で
自
己
記
録
や

大
会
記
録
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
６
年
女
子
１
５
０
０

メ
ー
ト
ル
走
で
大
会
記
録
を
18
・

４
秒
縮
め
て
優
勝
し
た
鈴
木
彩
乃

さ
ん
（
上
市
川
小
）
を
は
じ
め
、

８
種
目
で
大
会
記
録
が
更
新
さ
れ

ま
し
た
。

（
５
ペ
ー
ジ
に
上
位
入
賞
者
を
紹

介
し
ま
し
た
。）

　
五
戸
町
出
身
で
日
本
相
撲
協
会

の
行
司
を
務
め
る
九
代
式
守
勘
太

夫
さ
ん
（
本
名
三
浦
國
男
、
63
歳
）

が
、
今
年
３
月
場
所
で
三
役
格
に

昇
格
し
ま
し
た
。
６
月
24
日
、
ア

ピ
ル
五
戸
で
開
催
さ
れ
た
祝
賀
会

に
は
、
町
内
外
か
ら
約
２
０
０
人

の
関
係
者
が
参
加
し
て
栄
誉
を
た

た
え
ま
し
た
。

　
勘
太
夫
さ
ん
は
、
昭
和
17
年
に

三
浦
正
二
さ
ん
の
次
男
と
し
て
五

戸
町
字
神
明
後
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

五
戸
中
学
校
２
年
の
時
、
八
戸
市

出
身
の
五
代
式
守
勘
太
夫
さ
ん
が
、

「
同
郷
か
ら
行
司
が

ほ
し
い
」
と
中
学
校

に
募
集
に
来
ま
し
た
。

当
時
か
ら
相
撲
好
き

で
あ
り
、
ま
た
、
学

校
の
教
師
ら
に
も
勧

め
ら
れ
、
行
司
に
な

ろ
う
と
決
意
し
ま
し

た
。

　
今
年
で
入
門
50
年
。

来
年
７
月
の
名
古
屋

場
所
を
最
後
に
引
退

が
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、「
最
後
の
一
番
ま
で
精
進
す

る
覚
悟
で
す
。
」
と
抱
負
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

◆
◆
◆ 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

◆
◆
◆

Ｓ
17
五
戸
町
神
明
後
に
生
ま
れ
る

Ｓ
31
五
戸
中
学
校
２
年
中
途
で
入

門
、
式
守
洋
一
で
初
土
俵

Ｓ
47
幕
下
格
と
な
る

Ｓ
52
式
守
太
一
郎
襲
名

Ｓ
59
十
両
昇
進

Ｈ
２
八
代
式
守
與
之
吉
襲
名

Ｈ
６
幕
内
昇
進

Ｈ
13
九
代
式
守
勘
太
夫
襲
名

Ｈ
18
三
役
行
司
昇
格

行司
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第４９回　五戸町小学校陸上競技記録会　上位入賞者（１・２位のみ、敬称略）
順位 １　　　　　位 ２　　　　　位 これまでの最高記録

種目 記録 氏　　　名 （学校名） 記録 氏　　　名 (学校名) 記録 氏　　　名 (学校名) 年度

４

年

男

子

100ｍ 15″6　a　橋　怜　央（五　戸） 16″1　中 村 煕 尚（石　沢） 15″1　中　里　規実生
若 松 宏 樹

（上市川）
（豊間内）

s57
h5

200ｍ 34″0　佐々木　矢真人（上市川） 34″6　荒屋敷　淳　弥（五　戸） 31″4　野 村 理 幸（切谷内） h6

1000ｍ 3′47″6　川 岸 　 稔（五　戸） 3′47″8　向 山 　 洸（五　戸） 3′40″6　佐々木　拓　馬（上市川） h12

ボール投げ 40ｍ24　佐々木　矢真人（上市川） 39ｍ84　向 平 　 丈（五　戸） 44ｍ68　鈴 木 広 大（五　戸） h9

走り幅跳び 3ｍ54☆荒屋敷　淳　弥（五　戸） 3ｍ36☆中 村 煕 尚（石　沢） 3ｍ35　前 田 紀 明（蛯　川） h9

400ｍ
リレー

65″4　

a　橋　怜　央
荒屋敷　淳　弥
石　渡　洸太郎
a　橋　賢　都

（五戸Ａ） 68″3　

鳥谷部　修　道
川 岸 　 稔
高 谷 賢 輔
向 平 　 丈

（五戸Ｃ） 60″1　 （豊間内） h5

４

年

女

子

100ｍ 16″1　奥 村 響 菜（又　重） 16″1　荒屋敷　咲　菜（五　戸） 15″3　川 村 未 来（蛯　川） h1

200ｍ 34″0　櫻 井 星 佳（五　戸） 36″5　北 上 　 尚（五　戸） 32″2　新井山　美　穂（切谷内） h8

800ｍ 2′51″8☆佐々木　　　彩（上市川） 2′59″7☆坂 本 七 海（五　戸） 3′03″08　種 市 千 恵（豊間内） h15

ボール投げ 27ｍ38　佐々木　　　彩（上市川） 22ｍ32　北 上 　 尚（五　戸） 29ｍ50　平 　 七 星（蛯　川） h17

走り幅跳び 3ｍ07　荒屋敷　咲　菜（五　戸） 3ｍ01　前　田　美由紀（蛯　川） 3ｍ30　鈴 木 智 巳（五　戸） h16

400ｍ
リレー 66″8　

坂 本 七 海
荒屋敷　咲　菜
清 川 未 来
櫻 井 星 佳

（五戸Ａ） 70″8　

中 村 真 実
服 部 桃 愛
田 中 愛 里
奥 村 響 菜

（又　重） 64″0　 （蛯　川） h1

５

年

男

子

100ｍ 14″3☆工 藤 　 岳（五　戸） 15″1　赤 坂 英 貴（石　沢） 14″4　若 松 宏 樹（豊間内） h6

200ｍ 32″6　須 郷 　 歩（五　戸） 33″3　佐々木　一　希（五　戸） 29″2　三 浦 理 洋（五　戸） s63

1500ｍ 5′26″5☆杉 澤 昂 太（五　戸） 5′31″0☆石 渡 凌 平（五　戸） 5′36″0　豊 川 祐 貴（五　戸） h15

ボール投げ 44ｍ30　佐々木　昂　平（切谷内） 42ｍ88　大久保　克　也（切谷内） 50ｍ89　太 田 力 也（ 南 ） h4

走り幅跳び 3ｍ61　工 藤 　 岳（五　戸） 3ｍ37　和 田 　 淳（五　戸） 3ｍ96　川 村 　 学（五　戸） h8

走り高跳び 1ｍ20　鳥谷部　光　亮（蛯　川） 1ｍ15　赤 坂 英 貴（石　沢） 1ｍ22　川 崎 　 翼
川 村 拓 摩

（五　戸）
（五　戸）

h6
h17

400ｍ
リレー 61″8　

佐々木　一　希
石 渡 凌 平
須 郷 　 歩
工 藤 　 岳

（五戸Ａ） 64″9　

鈴 木 　 基
佐々木　　　光
若 林 基 生
田 代 一 太

（上市川） 59″4　 （豊間内） h6

５

年

女

子

100ｍ 15″5　鈴 木 萌 子（上市川） 15″7　鈴 木 南 都（五　戸） 14″7　
柏 崎 元 子
橘 　 翔 子

（五　戸）
（上市川）

s40
h12

200ｍ 33″9　尾 形 　 潤（五　戸） 34″0　梅 津 美 希（中　市） 31″0　
佐々木　愛　美
新井山　美　穂

（豊間内）
（切谷内）

h6
h9

1500ｍ 5′41″6☆中 野 七 実（五　戸） 5′46″7☆小 泉 晴 香（豊間内） 5′49″3　川 村 優 維（五　戸） h15

ボール投げ 37ｍ58☆小笠原　茉　生（豊間内） 31ｍ50　村 松 　 韻（五　戸） 36ｍ4　向 山 誠 子（五　戸） h3

走り幅跳び 3ｍ35　宮 本 佳 奈（五　戸） 3ｍ35　梅 津 美 希（中　市） 3ｍ89　
工　藤　真由美
新井山　莉　乃

（ 南 ）
（切谷内）

h4
h16

走り高跳び 1ｍ13　巴　　　沙耶香（豊間内） 1ｍ10　原 　 穂 月（蛯　川） 1ｍ20　橘 　 翔 子（上市川） h12

400ｍ
リレー 65″1　

鈴　木　ありさ
三 浦 花 凛
宮 本 佳 奈
鈴 木 南 都

（五戸Ａ） 67″0　

的 場 由 依
柿 本 友 夏
川 岸 史 奈
尾 形 　 潤

（五戸Ｂ） 60″3　 （豊間内） h6

６

年

男

子

100ｍ 13″9　川 村 雅 人（蛯　川） 14″2　沼 田 　 仁（ 南 ） 13″5　佐々木　康　博（豊間内） h6

200ｍ 30″4　小 泉 幸 人（五　戸） 30″5　大 沼 達 弥（中　市） 27″9　飯 田 一 人（五　戸） h7

1500ｍ 5′21″9　川 村 拓 摩（五　戸） 5′30″5　大久保　翔　平（切谷内） 5′15″2　三 浦 直 樹（五　戸） h14

ボール投げ 64ｍ45☆松 山 知 成（五　戸） 48ｍ08　下 森 一 晟（五　戸） 61ｍ2　高 舘 弘 行（手倉橋） s44

走り幅跳び 3ｍ97　類 家 祐 太（切谷内） 3ｍ84　小 泉 幸 人（五　戸） 4ｍ45　三 浦 祐 悦（五　戸） s46

走り高跳び 1ｍ33　川 村 拓 摩（五　戸） 1ｍ30　川 村 雅 人（蛯　川） 1ｍ37　佐 藤 寿 幸（五　戸） h5

400ｍ
リレー 57″8　

松 山 知 成
小 泉 幸 人
藤　田　幸太郎
川 村 拓 摩

（五戸Ａ） 60″1　

北 上 裕 太
沼 田 　 仁
古 川 　 徹
木 村 則 幸

（ 南 ） 55″3　 （五　戸） h3

６

年

女

子

100ｍ 15″1　宮 崎 桃 子（五　戸） 15″1　a　山　紗　礼（ 南 ） 14″1　工　藤　麻由美（ 南 ） h5

200ｍ 32″3　菅 澤 泉 美（石　沢） 33″0　和 田 優 菜（五　戸） 29″3　佐々木　愛　美（豊間内） h7

1500ｍ 5′29″1☆鈴 木 彩 乃（上市川） 5′29″4☆田 中 実 樹（切谷内） 5′47″5　川　h　初　美（切谷内） h15

ボール投げ 36ｍ04　宮 崎 桃 子（五　戸） 35ｍ44　菅 澤 泉 美（石　沢） 46ｍ91　若　林　真理子（上市川） s56

走り幅跳び 3ｍ80　鈴 木 智 巳（五　戸） 3ｍ30　大久保　し　な（切谷内） 4ｍ74　黒 沢 智 子（五　戸） h6

走り高跳び 1ｍ25　上 條 遥 加（五　戸） 1ｍ15　類 家 亜 実（切谷内） 1ｍ27　中 村 智 美（五　戸） h6

400ｍ
リレー 61″1　

類 家 亜 実
豊 川 裟 貴
澤 口 美 沙
角　浜　優花子

（切谷内） 62″3　

宮 崎 桃 子
戸 来 千 尋
和 田 優 菜
鈴 木 智 己

（五戸Ａ） 57″4　 （五　戸） h1

☆…大会新記録



こ
こ
の
え

と

の
ぼ
り

き

と

し

お

や

上
市
川

中
　
区

生
涯
学
ぶ
　
楽
し
く
学
ぶ

y

　
６
月
28
日
、
平
成
18
年
度
町
民

大
学
講
座
の
合
同
開
講
式
が
町
立

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
a
橋
正
之
教
育
長
が

「
楽
し
み
な
が
ら
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
く
、
八
戸
市
立
小
中
野
公
民

館
長
・
船
田
勝
美
氏
に
よ
る
記
念

講
演
は
、
ま
さ
に
そ
れ
を
体
現
す

る
内
容
。
カ
ラ
オ
ケ
マ
イ
ク
の
上

手
な
使
い
方
や
嫁
姑
問
題
な
ど
、

軽
妙
な
語
り
口
に
会
場
は
終
始
笑

い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
身
が
が
ん
を
患
っ
た

際
、
が
ん
に
対
し
て
「
お
ま
え
も

死
に
た
く
な
か
っ
た
ら
、
俺
を
殺

す
な
よ
。
」
と
語
り
掛
け
た
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
披
露
。
長
生
き

の
秘
け
つ
を
「
気
に
し
て
も
苦
に

し
な
い
」
こ
と
だ
と
語
り
、
前
向

き
に
楽
し
く
生
き
る
こ
と
の
大
切

さ
を
説
き
ま
し
た
。

　
町
民
大
学
講
座
に
参
加
し
た
橘

ミ
ネ
子
さ
ん
（
北
市
川
）
か
ら
、

「
文
芸
ご
の
へ
」
へ
の
投
稿
歌
に

添
え
て
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

外
来
で
の
先
生
の
言
葉

　
昭
和
57
年
12
月
15
日
、
乳
が
ん

の
手
術
を
37
歳
で
や
り
ま
し
た
。

長
男
は
高
校
２
年
、
娘
は
中
学
３
年

で
し
た
。
ま
さ
か
乳
が
ん
に
な
る

と
は
考
え
も
し
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
術
後
３
年
過
ぎ
た
あ
る
日
、
外

来
で
先
生
は
、
私
に
「
長
く
生
き

れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

人
生
を
い
か
に
生
き
た
か
が
大
事

で
す
。
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

私
が
「
ダ
ラ
ー
っ
と
で
も
い
い
か

ら
80
歳
ま
で
生
き
た
い
。
」
と
言

う
と
、
先
生
は
私
を
じ
っ
と
見
て
、

「
あ
な
た
は
『
人
生
の
す
べ
て
が

分
か
っ
た
。
他
人
の
不
幸
も
心
か

ら
分
か
り
、
他
人
の
幸
せ
を
心
か

ら
喜
べ
る
人
に
な
っ
た
』
と
今
言

っ
た
じ
ゃ
な
い
!!
」
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　
涙
が
流
れ
て
「
先
生
も
が
ん
に

な
っ
て
み
ろ
。
が
ん
の
患
者
の
想

い
が
分
か
っ
て
い
な
い
。
」
と
強

い
口
調
で
言
っ
た
あ
の
時
の
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
61
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
り
が
た
い

と
日
々
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　
６
月
28
日
の
町
民
大
学
講
座
に

出
席
し
ま
し
た
。
船
田
勝
美
氏
の

お
話
、
心
か
ら
笑
い
、
生
か
さ
れ

て
い
る
自
分
を
知
り
、
そ
し
て
船

田
氏
も
が
ん
で
６
回
手
術
し
た
こ

と
を
さ
ら
り
と
お
話
し
さ
れ
て
、

と
て
も
私
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
で
し
た
。
強
い
人
だ
と
思
い
ま

し
た
。
生
き
て
き
た
環
境
が
違
う

こ
と
も
あ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

大
学
講
座
に
出
席
し
て
良
か
っ
た

と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　健
康
で
稼
ぎ
た
い
と
日
日
願
い
つ
つ

病
に
負
け
じ
と
二
十
三
年
経
つ

橘
　
　
ミ
ネ
子

船田勝美氏による記念講演

生
涯
学
ぶ
　
楽
し
く
学
ぶ

生
涯
学
ぶ
　
楽
し
く
学
ぶ

平
成
18
年
度
町
民
大
学
講
座
開
講

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

〈
川
柳
〉

図
書
館
へ
そ
の
ま
ま
返
す
晴
れ
続
き

青
空
を
眺
め
溜
め
息
雨
蛙

苗
も
の
に
水
や
り
す
れ
ば
雨
が
降
り

ほ
ら
今
だ
い
る
時
い
な
い
蠅
た
た
き

涼
し
げ
に
幟
を
立
て
て
宮
掃
除

〈
俳
句
〉

螢
袋
松
の
木
影
に
ゆ
れ
に
け
り

〈
短
歌
〉

賜
わ
り
し
洋
花
の
み
の
種
多
く

口
ご
も
り
つ
つ
記
憶
に
と
ど
む　

温
泉
で
つ
か
れ
を
な
が
す（
上
大
町
）老
人
ク

歌
や
お
ど
り
に
時
間
を
わ
す
れ
る

年
齢
重
ね
日
帰
り
旅
も
満
悦
に

八
重
九
重
の
宿
賑
わ
せ
て

健
康
で
八
十
余
年
生
か
さ
れ
る

五
臓
六
腑
と
父
母
に
感
謝
を

き
れ
ぎ
れ
に
夢
見
て
居
り
し
春
の
雨

か
っ
こ

く
と
静
け
さ
の
朝

カ
ッ
コ
ウ
ー
の
声
に
目
覚
め
て
小
屋
ほ
ど
の

家
ひ
と
回
り
一
日
の
始
め

　

善
　
太
　
郎
　（
五
戸
町
）　

北
野
　
小
雪
　（
浅
　
水
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

木
　
瓜
　
子
　（
浅
　
水
）　

純
　
　
　
子
　（
又
　
重
）　

あ
　
　
　
さ
　（
中
　
崎
）　

a
谷
　
ト
ヨ
　（
上
大
町
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



u

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
８
月
）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

111

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う

科

非
常
勤

副
医
長

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

医
療
局
長

医
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

副
院
長

新
井
田
修
久

對
馬
　
清
人

田
口
　
　
順

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

渡
部
　
秀
一

原
田
　
昭
彦

高
見
　
一
弘

井
戸
川
敏
彦

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

白
崎
　
理
喜

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

南
場
　
淳
司

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日
の
午
後

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　木
〜
金
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　木
曜
日

診
　
療
　
科

職
　
名

医
師
名

備
　
　
　
考

●６月の診療科別患者数

※　入院 ＝ 毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,371
（14,540）
12,723

（12,716）
12,744

（12,950）
18,745

（18,363）

12,633
（12,681）
12,352

（12,392）

12,711
（12,906）

11,893
（11,965）

12,048
（11,956）

11,126
（11,044）

12,954
（11,041）
12,259

（12,438）
12,236

（12,338）
13,022

（12,996）
12,394

（12,124）

12,478
（12,536）
12,329

（12,063）
 1,253

（11,239）
12,105

（12,171）

12,628
（12,849）

12,350
（12,070）

12,017
（12,409）

12,350
（12,070）

12,055
（12,053）
11,335

（12,434）
25,803

（25,854）
11,243

（11,632）

12,719
（12,682）
12,369

（12,449）
12,174

（12,132）
11,188

（11,189）

皮膚科
12,218

（12,247）
12,350

（12,070）
12,569

（13,602）
12,350

（12,070）

110,737
（111,308）

114,103
（114,430）

131,523
（132,103）

113,212
（113,429）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

12,681
（12,679）

　
五
戸
総
合
病
院
産
婦
人
科
で
は
、

平
成
16
年
10
月
か
ら｢
子
育
て
交

流
会｣

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
母
乳

育
児
支
援
の
一
環
と
し
て
、
楽
し

く
母
乳
育
児
が
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
不
安
、
悩
み
を
共
有
で
き
る

仲
間
作
り
を
目
的
と
し
て
毎
回

10
組
前
後
の
親
子
が
集
ま
り
、
情

報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
方
か
ら
は
、「
助
産
師

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
母
親
同
士
の
話

し
合
い
の
ほ
か
に
も
、
ほ
か
の
赤

ち
ゃ
ん
の
成
長
を
見
る
こ
と
で
育

児
不
安
の
軽
減
や
気
分
転
換
に
な

る
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
助
産
師
の“
手
作
り
お
や

つ
”も
な
か
な
か
好
評
の
よ
う
で
す
。

　
母
乳
育
児
で
悩
ん
で
い
る
方
、

子
育
て
中
の
仲
間
を
探
し
て
い
る

方
、
遊
び
に
来
て
見
ま
せ
ん
か
。

｢
子
育
て
交
流
会｣

を
紹
介
し
ま
す

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示
し
て

　
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
者

　
母
乳
育
児
中
の
母
と
子

●
日
　
時

　
毎
月
第
３
土
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
場
　
所

　
五
戸
総
合
病
院
５
階
Ｂ
棟

●
参
加
費

　
お
や
つ
代
　
１
０
０
円

●
持
参
す
る
も
の

　
バ
ス
タ
オ
ル
、
オ
ム
ツ
、

　
母
子
健
康
手
帳

●
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
総
合
病
院
産
婦
人
科

　
℡
61
― 

１
２
０
０

　
内
線
２
３
０
・
５
２
０

子育て交流会に参加した皆さん



水
辺
の
事
故
に

気
を
つ
け
て
！

最
近
、

ご
み
収
集
場
所
で
、

決
め
ら
れ
た
日

決
め
ら
れ
た
袋
で
出
さ
な
い
た
め
、

回
収
さ
れ
な
い
で

ご
み
が

残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

（
肥
料
袋
な
ど
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
）

決
め
ら
れ
た
袋
以
外
だ
っ
た
り

分
別
し
な
い
ま
ま
出
し
た
方
、

収
集
場
所
に
残
さ
れ
た
ご
み
は
、

す
ぐ
片
付
け
て

決
め
ら
れ
た
日
に

正
し
く
ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
す
る
人
の
業
務
に
も

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

町
民
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

最
近
、

ご
み
収
集
場
所
で
、

決
め
ら
れ
た
日

決
め
ら
れ
た
袋
で
出
さ
な
い
た
め
、

回
収
さ
れ
な
い
で

ご
み
が

残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

（
肥
料
袋
な
ど
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
）

決
め
ら
れ
た
袋
以
外
だ
っ
た
り

分
別
し
な
い
ま
ま
出
し
た
方
、

収
集
場
所
に
残
さ
れ
た
ご
み
は
、

す
ぐ
片
付
け
て

決
め
ら
れ
た
日
に

正
し
く
ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
す
る
人
の
業
務
に
も

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

町
民
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ごみは、回収されるまで、あなたのものです。ごみは、回収されるまで、あなたのものです。

　
子
ど
も
の
水
の
事
故
で
最
も
多
い
の
が
、

川
や
海
で
の
水
遊
び
に
よ
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
は
、
遊
び
に
熱
中
す
る
ほ
ど
周
囲

の
状
況
が
目
に
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。
決

し
て
一
人
遊
び
を
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

危
険
な
場
所
に
は
近
寄
ら
な
い

◇
水
辺
の
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
所

◇
丸
太
や
漂
流
物
の
上

◇
波
の
高
い
岩
場

◇
増
水
に
注
意
す
る

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
へ

　
子
ど
も
が
泳
ぎ
に
行
く
と
き
は
・
・
・

◇
ど
こ
へ
行
く
の
か
聞
く

　
　
海
、
川
に
子
ど
も
だ
け
で
行
か
せ
な
い

◇
誰
と
行
く
の
か
聞
く

　
一
人
で
は
行
か
せ
な
い

◇
い
つ
帰
る
か
聞
く

◇
行
く
前
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

熱
や
風
邪
・
顔
色
・
食
欲
・
疲
れ
・
目

と
耳
の
病
気
な
ど

※
帰
宅
後
も
過
労
や
病
気
な
ど
に
注
意
す
る

　
た
め
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

火
事
と
救
急
・
救
助
は 

‡
１
１
９

　
　
消
防
情
報
案
内
　
‡
22
―

２
１
１
１

　
　
救
急
医
療
情
報
　
‡
24
―

３
９
９
９

i

議会ニュース
　
町
議
会
定
例
会
（
第
26
回
）
が
、
６
月
15
日
か
ら
20
日
ま

で
６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
で
可
決

さ
れ
た
14
件
の
議
案
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て
（
報
告
）

平
成
17
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
の
住
宅
建
設
事
業
お
よ

び
小
学
校
水
泳
プ
ー
ル
建
設
事
業
の
一
部
に
つ
い
て
、
年

度
内
に
完
了
が
見
込
め
な
い
た
め
平
成
18
年
度
に
繰
り
越

し
て
実
施
し
ま
す
。

▼
五
戸
町
と
八
戸
市
と
の
間
の
障
が
い
者
自
立
支
援
法
第
15
条

　
に
規
定
す
る
市
町
村
審
査
会
の
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

　
障
が
い
者
自
立
支
援
法
第
15
条
に
規
定
す
る
市
町
村
審
査

会
の
事
務
を
八
戸
市
へ
委
託
し
ま
し
た
。

▼
町
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

主
要
地
方
道
八
戸
三
沢
線
の
上
市
川
地
区
道
路
改
良
に
伴

い
、
県
か
ら
移
管
の
旧
道
を
町
道
に
認
定
し
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度
補
正
予
算

●
一
般
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
、
０
８
６
万
７
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
89
億
２
、
９
３
７
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
五
戸
小
学
校
公
衆
ト
イ
レ
新
設
工
事
費
　   

１
、２
４
９
万
円

・
地
籍
調
査
委
託
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
７
３
万
円

・
小
・
中
学
校
耐
震
化
優
先
度
調
査
委
託
料
　   

５
３
３
万
円

・
道
路
橋
梁
災
害
復
旧
費
　
　
　
　
　
　
　
　
４
８
４
万
円

・
障
が
い
者
自
立
支
援
審
査
会
事
務
委
託
負
担
金 

　   

２
１
６
万
円

・
中
筒
集
会
所
新
築
事
業
補
助
金
　     

　
　   

２
０
０
万
円

・
可
搬
小
型
動
力
ポ
ン
プ
購
入
費
　
　
　
　
　
１
４
１
万
円

　
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
国
・
県
支
出
金
、
基
金
繰
入
金
を

充
当
し
ま
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
12
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
17
億
６
、
９
６
８
万
円
と
し
ま
し
た
。

五
戸
消
防
署



o

Ｑ『介護予防』っていうけれど、どうすればいいの？

「生活を活発にする」ことです。仲間と一緒にお出掛けしたり、身体を動かし
たり、お話ししたり、物を作ったり、何かに興味を持って生活している方は、
自然に介護予防できています。� 

Ａ

Ｑ『特定高齢者』ってどんな人？　なんだかうれしくなさそうな感じ…。

介護保険サービスを利用していない方で「生活機能」が低下している６５歳
以上の方です。介護予防が「特に必要な人」と思ってください。介護予防の
効果が一番出やすい（実感できる）方々です。

Ａ

Ｑ『生活機能』ってな～に？

生活や人生を含んだ「生きる」ことをいいます。まず、生命があって心と体
の働きがあり、歩行や家事、趣味などの生活にかかわる活動があり、仕事や
家庭での役割、地域社会参加などを含めた総合的なものです。

Ａ

「年のせい」と思いがちないろいろな動作の不自由や「衰えたな」と思うことありませんか？
「病気のため」と思っていることが、実は生活不活発病が加わっていることも多いのです。
町では、特定高齢者の方に再び自信をとり戻してもらうために、３～６か月に集中した通所による
プログラム（運動機能、口腔機能、栄養改善など）を実施し支援します。

掲示
板

掲示
板

掲示
板《みんなの健康づくりと介護予防》その㈬  福祉課 高齢化対策班

262－2111　内線254

あきらめていたことが、介

護予防をきっかけにできる

ようになったらすばらしい

と思いませんか？

みんなで「かしこく元気な８５歳」

を目指し、それが達成されたら

「まだまだ元気な１００歳」を

目指しましょう！！

麻しん・風しん予防接種改正のお知らせ
　平成１８年６月２日から、予防接種法の一部改正に伴い「麻しん・風しん」の予防接種の対象者が
改正されました。
　今回の改正による第２期の対象者（５歳以上７歳未満）は、町民カレンダーの日程表を確認のうえ
「麻しん・風しん混合ワクチン」を接種してください。

　なお、すでに麻しんまたは風しんにかかった幼児は、申し込みの時にその旨を申し出てください。
かかっていない種類のみのワクチン接種となります。（公費の個別接種で実施）

改　正　後（Ｈ１８年６月２日～） 改　　正　　前

接 種 方 法

第１期

第２期

対
象
年
齢

麻しんと風しんの混合ワクチンを２回接種
（第１期・第２期）

麻しんと風しんの混合ワクチンを２回接種
（第１期・第２期）

生後１２か月～２４か月 生後１２か月～２４か月

５歳以上７歳未満（小学校就学前の１年間）
（Ｈ１８年３年３１日以前に麻しんおよび風
しんの予防接種を受けた方は、第１期・
第２期の対象者となります）

５歳以上７歳未満（小学校就学前の１年間）
（Ｈ１８年３年３１日以前に麻しんおよび風
しんの予防接種を受けた方は、第１期・
第２期の接種が必要なく、対象外です）

＜注意＞　町民カレンダーの記載内容のうち、上記アンダーライン部分を改正後に読み替えてください。

問い合わせ・申し込み先　役場保健衛生課　‡６２－７９５８



!0

８/

31（木）

カラオケ祭りの出場者（五戸町在住者）を募集しています。（定員になり次第受付終了）

問い合わせ・申し込み先　五戸町観光協会　℡６２－７１５５

五 戸 ま つ り 行 事 予 定 変更となる場合もありますので
あらかじめご了承ください。

前
夜
祭

豊 年 感 謝 祭

山 車 自 由 運 行

16:00～17:00　 　 稲　　荷　　神　　社

17:00～20:00　 　 各　　　　町　　　　内

９/

 １（金）
お
通
り

第37回　小 ・ 中 学 生 科 学 展

小・中学校鼓笛隊パレード

9:00～15:00　 　 五戸小学校第２体育館

9:30～11:00　 　 五戸小学校発　各 町 内

お神輿・山車合同運行（山車審査） 13:00～17:30　 　 稲荷神社発　各 町 内

カ ラ オ ケ 祭 り 18:00～21:00　 　 歴史みらいパーク野外ステージ

２（土）
中
　
日

第37回　小 ・ 中 学 生 科 学 展

五戸地方小・中学校相撲大会

9:00～15:00　 　 五戸小学校第２体育館

9:00～11:00　 　 五 戸 小 学 校 相 撲 場

流 し 踊 り 18:00～19:15　 　 五戸小学校発　稲荷神社

山 車 夜 間 競 演 19:20～20:30　 　 町　　　　　　　　　内

３（日）
お
還
り

第37回　小 ・ 中 学 生 科 学 展

奥州よさこいパレード　第１部

9:00～15:00　 　 五戸小学校第２体育館

13:30～13:45　 　 青銀周辺～三信金物店前

お神輿・山車合同運行（喧嘩太鼓） 13:30～18:00　 　 八 幡 宮 発　各 町 内
※喧嘩太鼓…南部バス五戸（営）前

奥州よさこいパレード　第２部 15:00～15:15　 　 南部バス五戸（営）周辺

第６回　奥 州 よ さ こ い 祭 り 18:30～20:00　 　 歴史みらいパーク駐車場

　今年は木の実が不足となり、
クマが多く出没することが予想
されます。

クマに出会わないために

①音で知らせる（クマ除けの鈴、ラジオを流す）
②単独で山に入らない
③食べ残しや食べ物の容器などを野外に
　置かない
④夕暮れ・明け方はクマが活発な時間な
　ので注意する

クマに出会ってしまったら

①後ずさりしながら静かに立ち去る
②大声を上げたり、攻撃したり、背中を
　見せて走らない（逃げるものを追う習性があります）
③子グマを見ても近寄らない（近くに親グマがいます）

問い合わせ先　役場農林課　℡６２－７９６０

クマに気をつけましょう
　夏は食中毒が多発する季節です。特に腸炎ビブリオによ
る食中毒が猛威をふるいます。腸炎ビブリオは、生の魚・
貝・イカなどに付着しています。魚介類を家庭で扱うとき
は次のことに気をつけましょう。

①生ものは最後に買い、購入したら寄り道せず持ち帰る

②持ち帰ったら、すぐに冷蔵庫に入れる
・汁が漏れないように密閉容器などに入れる

③調理するときは、できるだけ魚専用の包丁・まな板など
　を使用し、同時にほかの食品を調理しない
・魚介類は水道水の流水で十分に洗浄する
・調理器具は洗浄した後、さらに熱湯で消毒する

④調理後の食品はすぐ食べる
・刺身などは冷蔵庫から出してから２時間以内に
・法事などで出された仕出し料理（特に刺身・すし）は、すぐ食べるように
　し、絶対に持ち帰らない

問い合わせ先　役場保健衛生課　℡６２－７９５８

食中毒に注意しましょう



五
戸
町
職
員
募
集

裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
家
公
務
員
募
集

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
中
級
行
政（
社
会
福
祉
士
）１
人

●
受
験
資
格

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有

す
る
方

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
８
月
21
日（
月
）必
着

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
18
年
９
月
17
日（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
１
１

●
種
目
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
海
上
保
安
大
学
校
学
生
45
人
程
度

●
受
験
資
格

　
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
高
卒
（
見
込
み
）
者

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
18
年
８
月
24
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
５
日（
火
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
18
年
10
月
28
日（
土
）

　
　
　
　
　
10
月
29
日（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
海
上
保
安
部

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

２
４
２
３

　
11
月
３
日
（
金
）
か
ら
町
立
公

民
館
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
る
「
五

戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り
」
文
化

部
門
（
舞
台
発
表
お
よ
び
作
品
展

示
）
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
平
成
18
年
９
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
５
２
４

　
次
の
も
の
に
限
り
、
役
場
各
支

所
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
で
き
る
も
の

・
廃
車
手
続
き

・
所
有
者
変
更
お
よ
び
車
台
変
更

の
手
続
き
（
た
だ
し
、
現
在
使

用
し
て
い
る
ナ
ン
バ
ー
を
そ
の

ま
ま
使
用
す
る
場
合
に
限
る
）

●
対
象
車

・
原
動
機
付
自
転
車
（
50
㏄
以
下
、

90
㏄
以
下
、
１
２
５
㏄
以
下
）

・
小
型
特
殊
自
動
車

　（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
課
（
℡
62 

│ 

７
９
５

４
）
ま
た
は
各
支
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
開
講
科
目

人
間
総
合
科
学
科
目
（
一
般
教

養
科
目
）
お
よ
び
専
門
科
目
の

う
ち
指
定
し
た
科
目

●
入
学
資
格

　
高
校
卒
業
者

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
18
年
８
月
18
日（
金
）ま
で

●
選
考
方
法

書
類
審
査
（
必
要
に
応
じ
て
面

接
も
実
施
し
ま
す
。）

●
履
修
期
間

　
平
成
18
年
10
月
か
ら
１
年
以
内

●
問
い
合
わ
せ
先

県
立
保
健
大
学
　
教
務
学
生
課

℡
０
１
７ 

│ 

７
６
５ 

│ 

２
０
０
８

　
青
森
地
方
裁
判
所
で
は
、
民
事

執
行
事
件
処
理
の
適
正
化
、
迅
速

化
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
十
和
田
支

部
で
取
り
扱
っ
て
き
た
不
動
産
執

行
事
件
（
差
し
押
さ
え･

競
売
）
を
、

来
る
９
月
１
日
か
ら
八
戸
支
部
で

取
り
扱
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
す
で
に
十
和
田
支
部
に
申
し
立

て
さ
れ
て
い
る
事
件

９
月
１
日
か
ら
す
べ
て
八
戸
支

部
で
取
り
扱
い
ま
す
。

○
新
た
な
申
し
立
て

十
和
田
支
部
管
内
の
事
件
は
、

９
月
１
日
か
ら
す
べ
て
八
戸
支

部
で
受
付
し
ま
す
。（
郵
送
可
）

※
十
和
田
支
部
管
内
の
不
動
産
事

件
の
３
点
セ
ッ
ト
（
物
件
明
細

書
、
現
況
調
査
報
告
書
、
評
価

書
）
は
、
９
月
１
日
以
後
は
八

戸
支
部
と
十
和
田
支
部
の
両
方

に
備
え
置
き
ま
す
。

※
十
和
田
支
部
で
入
札
書
の
受
付

や
特
別
売
却
の
買
受
申
出
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
従
来
の
十

和
田
支
部
用
の
入
札
書
や
振
込

用
紙
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
移
転
先

青
森
地
方
裁
判
所
八
戸
支
部

℡
22 

│ 

３
１
１
２

－大空に夢をはこぶ町－

原
動
機
付
自
転
車
等

の
手
続
き
に
つ
い
て

青
森
県
立
保
健
大
学

科
目
等
履
修
生
募
集

産
業
と
文
化
ま
つ
り

文
化
部
門
へ
の
参
加

に
つ
い
て

!1

利
用
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

●
倉
石
診
療
所

℡
77 

│ 

３
１
１
１

８
月
14
日（
月
）、
15
日（
火
）

午
後
休
診

●
町
図
書
館

℡
61 

│ 

１
０
４
０

８
月
15
日（
火
）、
16
日（
水
）

午
後
５
時
閉
館
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「
ふ
る
さ
と
環
境
・
自
然

ふ
れ
あ
い
デ
ー
」
開
催

大
字
切
谷
内
字
段
ノ
森
31 

│ 

１

田
　
２
、６
５
５
㎡

同
　
　
所
　
　
　
　
　
31 

│ 

２

田
　
２
、２
０
２
㎡

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
８
月
18
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
１

　
五
戸
町
の
自
然
環
境
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
、
自
然
体
験
と
学
習
を
通

し
、
新
五
戸
町
の
自
然
環
境
を
保

全
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
程

○
８
月
27
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

中
市
新
橋
周
辺

カ
ヌ
ー
・
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験

○
10
月
21
日
（
土
）

親
水
公
園
　
自
然
観
察
会

○
11
月
23
日
（
木
）

五
戸
川
　
　
野
鳥
観
察

●
参
加
費

　
そ
れ
ぞ
れ
１
、０
０
０
円

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
８
月
18
日（
金
）ま
で

※
各
回
と
も
先
着
25
人
で
締
め
切

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
62 

│ 

７
９
６
５
　
藤
田

●
航
空
学
生

○
受
験
資
格

　
21
歳
未
満
の
高
卒（
見
込
み
）者

○
受
付
期
間

　
平
成
18
年
８
月
１
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
８
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
18
年
９
月
23
日（
土
）

●
一
般
曹
候
補
学
生

○
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　
平
成
18
年
８
月
１
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
８
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
18
年
９
月
16
日（
土
）

●
曹
候
補
士

○
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　
平
成
18
年
８
月
１
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
８
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
18
年
９
月
16
日（
土
）

●
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
女
子
）

○
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　
平
成
18
年
８
月
１
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
８
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
18
年
９
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
　
９
月
25
日（
月
）

●
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

年
間
を
通
じ
て
募
集
（
試
験
日

は
受
付
時
に
通
知
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
八
戸
募
集
事
務
所

℡
45 

│ 

１
９
２
０

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
18
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
「
教
養

学
部
生
」、「
大
学
院
修
士
選
科
生
」

お
よ
び
「
大
学
院
修
士
科
目
生
」

の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
８
月
15
日（
火
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　（
ユ
ー
ト
リ
ー
内
）

　
℡
70 

│ 

１
６
６
３

　
県
で
は
、
差
し
押
さ
え
財
産
の

公
売
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
売
却
す
る
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
」
を

利
用
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
ど
な
た

　
取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
さ
れ
る
計
量
器
は
、
定
期
的
に
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
、
次
の
日
程
で
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
該
当
す
る
方
は
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

当
日
は
手
数
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
手
数
料
表
抜
粋
）

●
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
企
画
振
興
課
　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
３
５

で
も
24
時
間
い
つ
で
も
公
売
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
２
０
５

　http://www.pref.aomori.lg.jp/zeimu
県 税だより
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
実
施
に
つ
い
て

農
地
の
買
受
人
募
集

自

衛

官

募

集

放
送
大
学
学
生
募
集

特
定
計
量
器
定
期
検
査
の
お
知
ら
せ

URL

９
月
12
日（
火
）

１
０
０
㎏
以
下

ひ
ょ
う
量

２
５
０
㎏
以
下

５
０
０
㎏
以
下

５
０
０
円

機
械
式
は
か
り

９
０
０
円

１
、５
０
０
円

１
、４
０
０
円

電
気
式
は
か
り

１
、８
０
０
円

２
、２
０
０
円

午
前
11
時
　
　
〜
正
午

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

午
後
１
時
　
　
〜
３
時

月
　
　
日

時
　
　
間

場
　
　
所

浅
水
活
性
化
セ
ン
タ
ー

倉
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

瑞

穂

館

町

立

公

民

館

町

立

公

民

館

９
月
13
日（
水
）

９
月
14
日（
木
）
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8月の
行事予定
8月の
行事予定

8月の
相 　 談
8月の
相 　 談

8月の
献 　 血
8月の
献 　 血

●町民カレンダーと合わ
　せてご利用ください。
●行事についての問い合わせ
　ＴＥＬ62 ― 2111 五戸町役場

■１日（火）・３日（木）
　夏休みアニメ映画会
　１３：３０～　町図書館

■５日（土）おもしろ科学教室
　１３：３０～　町図書館

■柏レイソルサッカー教室
　５日（土）１４：００～　ひばり野公園
　６日（日）１０：００～　陸上競技場　

■１２日（土）歌で楽しむお話会
　１４：００～　町図書館

献血であなた自身も
健康管理
検査サービスとして生化学検査
結果をお知らせしています。

■９日（水）
　９：３０～１２：００　南部バス㈱
　１３：３０～１６：００　総合病院

相談は無料です

■８日（火）行政・人権合同特設相談
　１３：３０～１６：００　社会福祉センター

■８日（火）行政相談
　１３：００～１６：００　倉石コミュニティセンター

■２２日（火）行政相談
　１３：００～１６：００　倉石温泉

■毎週木曜日
　みんなの保健室（健康相談）
　１３：００～１５：００　役場保健衛生課

■交通事故移動相談
　日程は相談者と調整　℡０１７－７３４－９２３５

　町では、青森県信用保証協会と共に、中小企業者の事業資金借り
入れを円滑にするため、特別保証制度と売掛債権担保融資保証制度
を実施しています。

特別保証制度

☆保証料率について…無担保保険、普通保険を利用の場合は、中小企業リスク情
報データベースに基づき９段階（０．４７～２．０９％）の利率を適用します。ただし、
直近決算の貸借対照表がない場合は１．２８％となります（最大０．２５％の割引適用
あり）。特別小口保険、経営安定関連特例保険を適用の場合は、一律に年率
０．８５％を適用します。

問い合わせ先　青森県信用保証協会八戸支所　℡２４－６１８１
　　　　　　　役場企画振興課　℡６２－２１１１（内線２３４）

　町では、グリーン・ツーリズム推進のため勉強会を行い、これから
積極的に取り組みたい方を募集しています。
目　　的：グリーン・ツーリズムの実践
対　　象：五戸町在住の方、または五戸町で将来
　　　　　グリーン・ツーリズムをしてみたい方
募集期間：平成１８年８月１日（火）～２１日（月）まで
受講内容：グリーン･ツーリズムの基礎知識、
　　　　　ワークショップ、先進地体験など

問い合わせ先　役場農林課　℡６２－７９６０（直通）

融 資 の ご 案 内融 資 の ご 案 内

項　　目 ○小 小口資金 ○近 近代化資金

保証金額 １,０００万円

３．５％以内 ３．５％以内

２,０００万円

運転・設備　７年以内

据置
　運転 ６か月以内

据置
　運転 ６か月以内

　　　設備　 １年以内

運転・設備　１０年以内
期　　間

貸付利率

グリーン・ツーリズム勉強会受講生募集グリーン・ツーリズム勉強会受講生募集グリーン・ツーリズム勉強会受講生募集

日　　時：８月２５日（金）　９：００～１５：３０
場　　所：青森県農林総合研究センター藤坂稲作研究部
　　　　　十和田市大字相坂字相坂１８３－１　℡０１７６－２３－２１６５

藤坂稲作研究部参観デー藤坂稲作研究部参観デー藤坂稲作研究部参観デー

日　　時：８月１９日（土）、２０日（日）　１０：００～１６：００
場　　所：ユートリーおよび八戸駅周辺
内　　容：特産品コーナー、芸能発表、音楽会、ちびっこコーナーなど
主　　催：八戸地域広域市町村圏事務組合

問い合わせ先    南部圏まちづくり推進協議会　℡４３－５１１１

ナニャドヤラ廻道ふるさとフェスタ2006ナニャドヤラ廻道ふるさとフェスタ2006ナニャドヤラ廻道ふるさとフェスタ2006

・農事講演会　・農産物加工品展示即売　・イモ掘り体験コーナー
・農事相談所の開設　・低アミロース米「ゆきのはな」の加工品試食
・優良米開発研究センターの公開　・農業機械の展示販売　など

　お盆の供物は、一定の個所

に供物をまとめて収集するこ

とは行っておりません。各自、

燃えるごみの収集日に出して

処理ください。

お盆の供物の処理について

）） 　　　設備　 １年以内））

役場保健衛生課　℡６２－７９５８
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８ 月 の 納 期 

納
期
限
８
月
31
日

 

町
県
民
税  

第
２
期

 

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

  

第
１
期

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
式
守
勘
太
夫
三
役
昇
格
を
祝

う
会
参
加
者
一
同
か
ら
５
万

円
■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
昭
和
27
年
度
五
戸
中
学
校
卒

業
生
一
同
か
ら
５
万
円

あ
た
た
か
い
善
意

あ
た
た
か
い
善
意

№138

「
村
ま
つ
り
　
今
と
昔
⑥
豊
間
内
」

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０，０８７人　（－15）

　女　１０，８２２人　（－18）

総人口２０，９０９人　（－33）

世帯数１６，９００世帯（－９）

平成18年７月１日現在

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

豊作を祈願する虫送りまつり

ふるさといもまつりにて半世紀振りに復活した豊間内駒踊り

【
虫
送
り
ま
つ
り
】

　
豊
間
内
地
区
で
は
十
五
年
前
か

ら
豊
作
祈
願
の
虫
送
り
（
方
言
＝

虫
追
い
ま
つ
り
）
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

古
く
か
ら
豊
間
内
・
志
戸
岸
・
岩

ノ
脇
の
集
落
ご
と
に
行
っ
て
い
た

行
事
を
、
住
民
の
連
帯

意
識
の
向
上
を
図
る
意

味
か
ら
統
合
し
た
も
の
。

　
虫
送
り
行
事
は
岩
ノ

脇
天
満
宮
を
ス
タ
ー
ト
。

各
自
治
会
か
ら
若
者
連

中
を
は
じ
め
、
消
防
団
、

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団

体
や
豊
間
内
小
学
校
鼓

笛
隊
な
ど
約
百
五
十
人

が
参
加
し
て
い
る
。

　
若
者
や
子
ど
も
た
ち

は
、
六
メ
ー
ト
ル
か
ら

８
メ
ー
ト
ル
の
青
竹
に

「
天
下
泰
平
、
国
家
安

全
、
五
穀
豊
穣
、
悪
虫

退
散
」
と
書
い
た
紙
の

の
ぼ
り
を
夏
風
に
な
び
か
せ
る
。

鼓
笛
隊
を
先
頭
に
笛
、
太
鼓
、
手

び
ら
が
ね
の
お
は
や
し
を
響
か
せ

な
が
ら
、
豊
間
内
熊
野
山
神
社
や

志
戸
岸
天
満
宮
を
パ
レ
ー
ド
。
各

神
社
で
鼓
笛
隊
演
奏
を
奉
納
す
る
。

終
了
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
懇
親
会
を
行
い
情
報
交

換
を
し
て
い
る
。
こ
の
行
事

は
今
年
で
十
六
回
目
。

【
ふ
る
さ
と
い
も
ま
つ
り
】

　
豊
間
内
地
区
の
特
産
物
と

し
て
全
国
各
地
に
出
荷
さ
れ

て
い
る
ナ
ガ
イ
モ
の
宣
伝
を

兼
ね
、
「
遊
び
」
と
「
食
べ

る
」
を
テ
ー
マ
に
平
成
三
年

秋
か
ら
実
施
さ
れ
た
い
も
ま

つ
り
は
、
十
五
年
秋
の
十
三

回
目
で
諸
般
の
事
情
か
ら
中

止
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
行
事
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
意
識
を
高
め
る
た
め
実

践
家
を
招
い
て
講
演
会
を
は

じ
め
、
山
里
ウ
ォ
ー
ク
を
催
し
、

山
歩
き
の
四
コ
ー
ス
を
設
置
し
、

四
季
の
自
然
に
親
し
む
の
が
ね
ら

い
。
そ
の
ほ
か
、
そ
ば
づ
く
り
の

実
演
会
な
ど
が
好
評
を
得
て
い
た
。

　
こ
の
地
方
の
郷
土
芸
能
で
あ
る

餅
つ
き
踊
り
、
五
戸
電
鉄
の
歌
、

虫
送
り
や
い
も
ま
つ
り
の
歌
詞
が

入
っ
た
豊
間
内
音
頭
の
発
表
な
ど

で
大
賑
わ
い
だ
っ
た
。

　
な
お
、
戦
前
か
ら
続
い
て
い
た

駒
踊
り
が
半
世
紀
振
り
に
復
活
。

元
気
な
子
ど
も
た
ち
が
両
親
や
町

民
の
前
で
踊
っ
て
み
せ
た
。
こ
の

少
年
駒
踊
り
は
、
平
成
十
二
年
十

一
月
に
は
姉
妹
都
市
友
好
親
善
派

遣
団
の
一
員
と
し
て
韓
国
沃
川
郡

を
五
日
間
訪
問
し
、
文
化
交
流
を

深
め
た
。

【
熊
野
山
神
社
の
お
ま
つ
り
】

　
同
社
の
例
祭
は
毎
年
九
月
二
日

で
あ
る
が
、
平
成
十
六
年
か
ら
は

九
月
二
日
に
近
い
日
曜
日
に
変
更

し
て
実
施
。
三
年
目
に
な
る
。
ま

た
、
自
治
会
若
者
中
は
毎
月
二
日

朝
、
神
社
の
清
掃
日
と
決
め
て
美

化
と
環
境
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
つ
り
の
当
日
は
豊
間
内
小
の

児
童
が
鼓
笛
隊
演
奏
を
奉
納
。
そ

し
て
、
昼
は
少
年
相
撲
大
会
、
女

子
は
ね
ま
り
相
撲
大
会
、
夜
は
町

民
の
盆
踊
り
大
会
が
古
く
か
ら
続

い
て
い
る
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長
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